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令
和
八
年
の
新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
は
、（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産

会
に
対
し
、
昨
年
一
年
間
、
皆
様
よ
り

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
ご
厚
情
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
本
会
の
会
長
に
就
任
し

二
年
半
と
な
り
ま
す
が
、
ま
す
ま
す
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
、
本
県
の

畜
産
の
発
展
の
た
め
に
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
本
年
も

変
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
会
は
、
昭
和
三
十
一
年

（
一
九
五
六
年
）
一
月
三
十
日
に
社
団

法
人
神
奈
川
県
畜
産
会
と
し
て
設
立
認

可
さ
れ
、
令
和
八
年
（
二
〇
二
六
年
）

一
月
三
十
日
に
設
立
七
十
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
七
十
年
も
の
長
き

に
わ
た
り
、
畜
産
経
営
の
改
善
、
安
全

な
畜
産
物
の
生
産
、
家
畜
衛
生
の
向
上

な
ど
、
本
会
の
活
動
が
幾
多
の
曲
折
を

経
な
が
ら
も
今
日
に
至
り
ま
す
こ
と
は
、

先
人
の
御
功
績
は
も
と
よ
り
、
国
、
県
、

中
央
畜
産
会
や
地
方
競
馬
全
国
協
会
な

ど
関
係
団
体
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
指
導
、

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か

ら
の
ご
支
援
・
ご
厚
情
の
賜
物
と
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
今
の
畜
産
情
勢
は
、
配
合
飼
料
価

格
が
依
然
と
し
て
価
格
高
騰
前
に
比
べ

五
割
高
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
生
産
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
一
方
で
、

牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
減
退
に
よ
る
経

営
悪
化
等
か
ら
都
府
県
の
酪
農
家
戸
数

が
五
千
戸
を
割
り
込
む
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
る
な
ど
、
極
め
て
厳
し
い
情
勢
に

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、
昨

年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
六
回
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
北
海
道
大

会
」
で
は
、
本
県
か
ら
の
出
品
牛
が
優

秀
な
成
績
を
受
賞
す
る
な
ど
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
政
府
は

二
〇
二
五
～
二
〇
二
九
年
度
の
五
年
間

を
「
農
業
構
造
転
換
集
中
対
策
期
間
」

と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
国
に
は

是
非
と
も
畜
産
農
家
が
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
描
け
る
よ
う
な
骨
太
の
政
策
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

一
方
、
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
物

価
高
騰
対
策
と
し
て
、
令
和
七
年
十
二

月
補
正
予
算
で
、
畜
産
農
家
の
配
合
飼

料
及
び
輸
入
乾
牧
草
購
入
費
の
負
担
増

に
対
し
て
補
助
す
る
と
し
て
、
二
億
九

千
万
円
を
超
え
る
支
援
策
を
措
置
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
と
し
て
も
、

県
の
支
援
が
い
ち
早
く
生
産
者
の
も
と

へ
届
く
よ
う
、
補
助
金
申
請
等
の
窓
口

と
し
て
、
補
助
金
交
付
手
続
き
等
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
、
家
畜
伝
染
病
に
つ
い
て
は
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
昨
年

十
月
二
十
二
日
に
北
海
道
の
養
鶏
場
で

発
生
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
関
東
で
も

規
模
の
大
き
な
養
鶏
場
で
発
生
す
る
な

ど
、
全
国
に
わ
た
り
発
生
が
加
速
化
の

様
相
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
本
会
は
、

県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
養
鶏
農

家
が
行
う
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
動
力
噴
霧
器

等
の
整
備
を
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
五
月
頃
ま
で
は
感
染
リ

ス
ク
の
高
い
状
況
が
続
き
ま
す
の
で
、

関
係
者
の
総
力
を
も
っ
て
、
万
全
な
防

疫
体
制
の
構
築
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

豚
熱
に
つ
い
て
も
、
依
然
と
し
て
県

内
で
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
陽
性
事
例
が
確

認
さ
れ
続
け
て
お
り
、
養
豚
場
へ
の
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
リ
ス
ク
が
下
が
っ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
生
産
者
は
も
と
よ
り
関
係
の
皆
様

に
は
、
家
畜
伝
染
病
に
関
す
る
最
新
の

情
報
収
集
に
つ
と
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
遵
守
を

徹
底
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
十
一
月
二
日
に
湘
南
台

公
園
で
開
催
し
た
「
か
な
が
わ
畜
産
の

日
」
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
が
三
回

目
と
な
り
ま
し
た
が
四
千
人
の
ご
来
場

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
お
い
し
か
っ

た
」、「
県
産
畜
産
物
を
た
く
さ
ん
知
る

こ
と
が
で
き
た
」、「
農
家
の
皆
さ
ん
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
本
県
の
畜

（一社）神奈川県畜産会
会　長　平本　光男

謹
賀
新
年
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令
和
7
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、（
公

社
）
神
奈
川
県
獣
医
師
会
前
会
長
の
鳥
海

弘
氏
が
「
旭
日
小
綬
章
」（
獣
医
師
功
労
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
に
よ

る
と
、
今
回
の
春
の
叙
勲
の
う
ち
、
農
林

水
産
省
関
係
で
は
、
旭
日
章
受
章
者
は
57

名
、
う
ち
中
綬
章
1
名
、
小
綬
章
11
名
、

双
光
章
19
名
、
単
光
章
26
名
で
し
た
。

5
月
20
日
（
火
）
に
農
林
水
産
省
に
お

い
て
、
勲
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
笹
川
博

義
副
大
臣
か
ら
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
後
、

受
章
者
全
員
、
配
偶
者
同
伴
で
皇
居
に
移

動
、「
春
秋
の
間
」（
一
般
参
賀
で
皇
族
の

方
々
が
手
を
振
っ
て
い
る
部
屋
）
に
お
い

て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
賜
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

地
方
獣
医
師
会
会
長
で
あ
る
鳥
海
弘
氏

が
、
会
長
在
任
中
に
（
受
賞
時
は
会
長
）、

小
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

祝
賀
会
は
9
月
15
日
（
月
・
祝
）、
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名
に
お
い
て
、

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
藏
内
勇
夫
日
本
獣

医
師
会
会
長
、
酒
井
健
夫
日
本
大
学
前
学

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
著
名
な
方
々
が
ご

臨
席
さ
れ
、
大
変
賑
や
か
で
温
か
み
の
あ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

鳥
海
弘
氏
の
お
人
柄
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

鳥
海
弘
氏
は
本
年
6
月
、
神
奈
川
県
獣
医

鳥
海
弘
氏

旭
日
小
綬
章
を
受
章

産
を
応
援
す
る
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
か
ら
十
一
月
を
「
か
な
が

わ
畜
産
強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
新
た

に
馬
事
畜
産
振
興
協
議
会
補
助
事
業
「
地

域
畜
産
フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
」
を
活
用

し
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

県
産
畜
産
物
を
提
供
す
る
取
組
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
学
校
給
食
で
も
、

か
な
が
わ
の
畜
産
の
P
R
や
子
ど
も
た

ち
へ
の
理
解
醸
成
活
動
を
展
開
い
た
だ
く

な
ど
、
関
係
の
皆
様
に
は
大
い
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
消
費
地
を
身
近
に
抱
え
る
本
県
の
畜

産
は
、
輸
入
畜
産
物
や
国
内
他
産
地
と
の

競
合
下
、
安
全
・
安
心
で
信
頼
さ
れ
る
畜

産
物
を
供
給
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
畜
産

を
目
指
す
こ
と
を
基
軸
と
し
て
、
県
産
畜

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等
に
取
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
社
会
環
境
や
消
費
者

意
識
の
変
化
を
捉
え
、
生
産
者
・
行
政
・

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
本
県
畜
産
の
発

展
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
全
て
の
関
係
者
と
認
識
を
共

有
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
が
本
県
畜
産
と
皆
様
に
と
っ

て
、
よ
り
一
層
の
飛
躍
の
一
年
と
な
る
こ

と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

師
会
会
長
の
任
を
退
か
れ
ま
し
た
が
、
現

在
も
日
本
獣
医
師
会
副
会
長
と
し
て
重
責

を
担
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
も
ご
多
忙
の
日
々

が
続
く
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
畜
産
会
総
務
部
）
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令
和
7
年
度
神
奈
川
県
畜
産
経
営
環

境
保
全
総
合
対
策
指
導
協
議
会
に
て

堆
肥
利
活
用
研
修
会
を
開
催

羽賀氏の講演の様子

2月2日（月）～2月6日（金）ナイター
3月2日（月）～3月6日（金）ナイター

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川

神
奈
川
県
畜
産
経
営
環
境
保
全
総
合
対

策
指
導
協
議
会
（
事
務
局
：
神
奈
川
県
）

は
（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会
と
共
催
で
、

12
月
1
日
（
月
）、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

ル
海
老
名
に
て
堆
肥
の
利
活
用
推
進
を
目

的
と
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
、
畜
産
農
家
、
耕
種
農
家
、
市

町
村
等
よ
り
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
3
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1

部
は
、
羽
賀
　
清
典
氏
（（
一
財
）
畜
産

環
境
整
備
機
構
）
に
よ
る
講
演
、
第
2
部

は
、
農
協
職
員
の
安
藤
　
秋
徒
氏
（
よ
こ

す
か
葉
山
農
協 

営
農
支
援
課
）、
耕
種
農

家
の
細
野
　
悟
氏
（（
株
）
伊
勢
原
○ほ
細

野
農
園
）、
県
の
松
浦
　
京
子
氏
（
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
三
浦
半
島
地
区
事
務
所 

普
及
指
導
課
）
に
よ
る
、
取
組
事
例
の
紹

介
お
よ
び
、
畜
産
課
　
関
谷
臨
時
主
事
よ

り
、
県
が
参
加
し
た
各
農
機
具
展
に
お
け

る
耕
種
農
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

報
告
等
、
第
3
部
は
先
に
ご
講
演
い
た
だ

い
た
羽
賀
氏
を
司
会
と
し
て
、
安
藤
氏
、

細
野
氏
、
松
浦
氏
の
3
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
羽
賀
氏
よ
り
、
堆
肥
の
有

効
利
用
を
通
し
た
耕
畜
連
携
を
テ
ー
マ
に
、

耕
種
農
家
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
堆
肥
、

堆
肥
の
土
壌
改
良
効
果
、
畜
種
別
堆
肥
の

特
徴
と
使
い
方
・
効
果
、
堆
肥
流
通
の
事

例
紹
介
等
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
安
藤
氏
よ
り
、
組
合
員
の

肉
牛
農
家
と
共
に
堆
肥
の
腐
熟
促
進
・
品

質
改
良
に
取
組
ん
だ
事
例
を
、
細
野
氏
よ

り
、
作
目
や
ほ
場
の
状
況
に
合
わ
せ
た
、

4
件
の
酪
農
家
の
堆
肥
の
利
用
事
例
を
、

松
浦
氏
よ
り
、
三
浦
半
島
地
域
の
農
業
の

特
徴
、
堆
肥
の
需
要
動
向
、
耕
種
農
家
が

堆
肥
の
使
用
を
や
め
た
理
由
や
土
づ
く
り

の
状
況
、
堆
肥
利
用
の
減
少
に
よ
る
問
題

点
等
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
畜
産
課
か
ら
は
J
A
全
農
か
な

が
わ
、
よ
こ
す
か
葉
山
農
協
お
よ
び
三
浦

市
農
協
主
催
の
各
農
機
具
展
参
加
時
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
耕
種

農
家
が
堆
肥
に
期
待
す
る
効
果
と
し
て
は

通
気
性
・
保
肥
力
・
肥
料
効
果
が
挙
げ
ら

れ
た
こ
と
、
三
浦
半
島
地
域
で
は
、
堆
肥

を
含
ん
だ
肥
料
や
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
主

成
分
と
し
な
い
有
機
肥
料
・
緑
肥
を
使
う

農
家
が
多
い
こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
今
年
度
県
が
事
業
展
開
し
て

い
る
堆
肥
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
下
半

期
の
申
請
書
提
出
期
間
が
来
年
1
月
13
日

か
ら
始
ま
る
事
、「
堆
肥
成
分
分
析
支
援
」、

「
堆
肥
発
芽
試
験
支
援
」、「
堆
肥
運
搬
支

援
」
に
つ
い
て
、
耕
種
農
家
個
人
も
対
象

と
す
る
こ
と
等
を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

第
3
部
で
は
、
会
場
か
ら
の
質
疑
に
対

し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
等
が
回
答
す
る
と
い
う

形
式
と
な
り
ま
し
た
。
水
田
に
お
け
る
堆

肥
の
利
用
可
能
性
や
耕
種
農
家
と
畜
産
農

家
と
の
関
係
構
築
方
法
等
、
現
状
の
課
題

に
直
結
す
る
質
疑
が
出
さ
れ
、
水
田
で
は

牛
ふ
ん
堆
肥
を
稲
わ
ら
の
代
わ
り
に
利
用

す
る
、
J
A
の
青
年
部
等
で
の
出
会
い
を

大
事
に
す
る
等
、
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に

な
り
そ
う
な
回
答
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

研
修
会
を
通
じ
て
、
耕
種
側
・
畜
産
側

共
に
、
課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
や
経
験

談
等
を
学
ぶ
事
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
研
修
会
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
堆
肥
利
用
の
現
況
・
有
効
性

等
基
本
的
な
事
柄
が
理
解
で
き
、
現
場
の

貴
重
な
話
が
勉
強
に
な
っ
た
。」、「
堆
肥

を
利
用
し
て
い
る
耕
種
農
家
の
話
が
具
体

的
で
参
考
に
な
っ
た
。
よ
り
多
く
の
耕
種

農
家
の
声
を
聞
き
た
い
。」、
等
、
多
く
の

肯
定
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
家
畜
ふ
ん
堆
肥
」
を
中
心
と
し
た
研

修
会
は
、
前
年
度
に
続
い
て
2
回
目
と
な

り
ま
す
。
課
題
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
く

と
と
も
に
、
生
産
者
と
行
政
等
が
手
を
携

え
て
”何
が
で
き
る
“か
を
探
っ
て
い
く
た

め
、
こ
の
よ
う
な
対
話
の
場
を
継
続
的
に

設
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
畜
産
課
　
関
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令
和
7
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、（
公

社
）
神
奈
川
県
獣
医
師
会
前
会
長
の
鳥
海

弘
氏
が
「
旭
日
小
綬
章
」（
獣
医
師
功
労
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
農
林
水
産
省
に
よ

る
と
、
今
回
の
春
の
叙
勲
の
う
ち
、
農
林

水
産
省
関
係
で
は
、
旭
日
章
受
章
者
は
57

名
、
う
ち
中
綬
章
1
名
、
小
綬
章
11
名
、

双
光
章
19
名
、
単
光
章
26
名
で
し
た
。

5
月
20
日
（
火
）
に
農
林
水
産
省
に
お

い
て
、
勲
章
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
笹
川
博

義
副
大
臣
か
ら
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
後
、

受
章
者
全
員
、
配
偶
者
同
伴
で
皇
居
に
移

動
、「
春
秋
の
間
」（
一
般
参
賀
で
皇
族
の

方
々
が
手
を
振
っ
て
い
る
部
屋
）
に
お
い

て
、
天
皇
陛
下
に
拝
謁
を
賜
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。

地
方
獣
医
師
会
会
長
で
あ
る
鳥
海
弘
氏

が
、
会
長
在
任
中
に
（
受
賞
時
は
会
長
）、

小
綬
章
を
受
章
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
心

よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

祝
賀
会
は
9
月
15
日
（
月
・
祝
）、
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
海
老
名
に
お
い
て
、

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
藏
内
勇
夫
日
本
獣

医
師
会
会
長
、
酒
井
健
夫
日
本
大
学
前
学

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
著
名
な
方
々
が
ご

臨
席
さ
れ
、
大
変
賑
や
か
で
温
か
み
の
あ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

鳥
海
弘
氏
の
お
人
柄
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

鳥
海
弘
氏
は
本
年
6
月
、
神
奈
川
県
獣
医

鳥
海
弘
氏

旭
日
小
綬
章
を
受
章

産
を
応
援
す
る
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
か
ら
十
一
月
を
「
か
な
が

わ
畜
産
強
化
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
新
た

に
馬
事
畜
産
振
興
協
議
会
補
助
事
業
「
地

域
畜
産
フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
」
を
活
用

し
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で

県
産
畜
産
物
を
提
供
す
る
取
組
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
学
校
給
食
で
も
、

か
な
が
わ
の
畜
産
の
P
R
や
子
ど
も
た

ち
へ
の
理
解
醸
成
活
動
を
展
開
い
た
だ
く

な
ど
、
関
係
の
皆
様
に
は
大
い
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
消
費
地
を
身
近
に
抱
え
る
本
県
の
畜

産
は
、
輸
入
畜
産
物
や
国
内
他
産
地
と
の

競
合
下
、
安
全
・
安
心
で
信
頼
さ
れ
る
畜

産
物
を
供
給
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
畜
産

を
目
指
す
こ
と
を
基
軸
と
し
て
、
県
産
畜

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等
に
取
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
社
会
環
境
や
消
費
者

意
識
の
変
化
を
捉
え
、
生
産
者
・
行
政
・

団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
等

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
本
県
畜
産
の
発

展
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
会
と
し
て
は
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
る
た
め
、
全
て
の
関
係
者
と
認
識
を
共

有
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

あ
り
、
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
あ
ら
た
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
が
本
県
畜
産
と
皆
様
に
と
っ

て
、
よ
り
一
層
の
飛
躍
の
一
年
と
な
る
こ

と
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

師
会
会
長
の
任
を
退
か
れ
ま
し
た
が
、
現

在
も
日
本
獣
医
師
会
副
会
長
と
し
て
重
責

を
担
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
も
ご
多
忙
の
日
々

が
続
く
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
益
々
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。�

（
畜
産
会
総
務
部
）
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令
和
7
年
度
神
奈
川
県
畜
産
経
営
環

境
保
全
総
合
対
策
指
導
協
議
会
に
て

堆
肥
利
活
用
研
修
会
を
開
催

羽賀氏の講演の様子

2月2日（月）～2月6日（金）ナイター
3月2日（月）～3月6日（金）ナイター

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川

神
奈
川
県
畜
産
経
営
環
境
保
全
総
合
対

策
指
導
協
議
会
（
事
務
局
：
神
奈
川
県
）

は
（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会
と
共
催
で
、

12
月
1
日
（
月
）、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ

ル
海
老
名
に
て
堆
肥
の
利
活
用
推
進
を
目

的
と
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研

修
会
に
は
、
畜
産
農
家
、
耕
種
農
家
、
市

町
村
等
よ
り
約
70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
3
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1

部
は
、
羽
賀
　
清
典
氏
（（
一
財
）
畜
産

環
境
整
備
機
構
）
に
よ
る
講
演
、
第
2
部

は
、
農
協
職
員
の
安
藤
　
秋
徒
氏
（
よ
こ

す
か
葉
山
農
協 

営
農
支
援
課
）、
耕
種
農

家
の
細
野
　
悟
氏
（（
株
）
伊
勢
原
○ほ
細

野
農
園
）、
県
の
松
浦
　
京
子
氏
（
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
三
浦
半
島
地
区
事
務
所 

普
及
指
導
課
）
に
よ
る
、
取
組
事
例
の
紹

介
お
よ
び
、
畜
産
課
　
関
谷
臨
時
主
事
よ

り
、
県
が
参
加
し
た
各
農
機
具
展
に
お
け

る
耕
種
農
家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

報
告
等
、
第
3
部
は
先
に
ご
講
演
い
た
だ

い
た
羽
賀
氏
を
司
会
と
し
て
、
安
藤
氏
、

細
野
氏
、
松
浦
氏
の
3
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
羽
賀
氏
よ
り
、
堆
肥
の
有

効
利
用
を
通
し
た
耕
畜
連
携
を
テ
ー
マ
に
、

耕
種
農
家
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
た
堆
肥
、

堆
肥
の
土
壌
改
良
効
果
、
畜
種
別
堆
肥
の

特
徴
と
使
い
方
・
効
果
、
堆
肥
流
通
の
事

例
紹
介
等
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
安
藤
氏
よ
り
、
組
合
員
の

肉
牛
農
家
と
共
に
堆
肥
の
腐
熟
促
進
・
品

質
改
良
に
取
組
ん
だ
事
例
を
、
細
野
氏
よ

り
、
作
目
や
ほ
場
の
状
況
に
合
わ
せ
た
、

4
件
の
酪
農
家
の
堆
肥
の
利
用
事
例
を
、

松
浦
氏
よ
り
、
三
浦
半
島
地
域
の
農
業
の

特
徴
、
堆
肥
の
需
要
動
向
、
耕
種
農
家
が

堆
肥
の
使
用
を
や
め
た
理
由
や
土
づ
く
り

の
状
況
、
堆
肥
利
用
の
減
少
に
よ
る
問
題

点
等
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
畜
産
課
か
ら
は
J
A
全
農
か
な

が
わ
、
よ
こ
す
か
葉
山
農
協
お
よ
び
三
浦

市
農
協
主
催
の
各
農
機
具
展
参
加
時
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
耕
種

農
家
が
堆
肥
に
期
待
す
る
効
果
と
し
て
は

通
気
性
・
保
肥
力
・
肥
料
効
果
が
挙
げ
ら

れ
た
こ
と
、
三
浦
半
島
地
域
で
は
、
堆
肥

を
含
ん
だ
肥
料
や
、
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
主

成
分
と
し
な
い
有
機
肥
料
・
緑
肥
を
使
う

農
家
が
多
い
こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

加
え
て
、
今
年
度
県
が
事
業
展
開
し
て

い
る
堆
肥
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
下
半

期
の
申
請
書
提
出
期
間
が
来
年
1
月
13
日

か
ら
始
ま
る
事
、「
堆
肥
成
分
分
析
支
援
」、

「
堆
肥
発
芽
試
験
支
援
」、「
堆
肥
運
搬
支

援
」
に
つ
い
て
、
耕
種
農
家
個
人
も
対
象

と
す
る
こ
と
等
を
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

第
3
部
で
は
、
会
場
か
ら
の
質
疑
に
対

し
、
パ
ネ
リ
ス
ト
等
が
回
答
す
る
と
い
う

形
式
と
な
り
ま
し
た
。
水
田
に
お
け
る
堆

肥
の
利
用
可
能
性
や
耕
種
農
家
と
畜
産
農

家
と
の
関
係
構
築
方
法
等
、
現
状
の
課
題

に
直
結
す
る
質
疑
が
出
さ
れ
、
水
田
で
は

牛
ふ
ん
堆
肥
を
稲
わ
ら
の
代
わ
り
に
利
用

す
る
、
J
A
の
青
年
部
等
で
の
出
会
い
を

大
事
に
す
る
等
、
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
に

な
り
そ
う
な
回
答
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

研
修
会
を
通
じ
て
、
耕
種
側
・
畜
産
側

共
に
、
課
題
解
決
に
必
要
な
知
識
や
経
験

談
等
を
学
ぶ
事
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

会
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
研
修
会
後
の
参
加
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
堆
肥
利
用
の
現
況
・
有
効
性

等
基
本
的
な
事
柄
が
理
解
で
き
、
現
場
の

貴
重
な
話
が
勉
強
に
な
っ
た
。」、「
堆
肥

を
利
用
し
て
い
る
耕
種
農
家
の
話
が
具
体

的
で
参
考
に
な
っ
た
。
よ
り
多
く
の
耕
種

農
家
の
声
を
聞
き
た
い
。」、
等
、
多
く
の

肯
定
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
家
畜
ふ
ん
堆
肥
」
を
中
心
と
し
た
研

修
会
は
、
前
年
度
に
続
い
て
2
回
目
と
な

り
ま
す
。
課
題
を
よ
り
明
確
に
し
て
い
く

と
と
も
に
、
生
産
者
と
行
政
等
が
手
を
携

え
て
”何
が
で
き
る
“か
を
探
っ
て
い
く
た

め
、
こ
の
よ
う
な
対
話
の
場
を
継
続
的
に

設
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�
（
畜
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「
令
和
７
年
度
家
畜
保
健
衛
生
業

績
発
表
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

「
定
期
報
告
」
提
出
の
お
願
い

「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
及
び
留
意
事
項
」
お

よ
び
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の一部

改
正
の
お
知
ら
せ

牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

畜産セミナーのご案内

日時：令和 8年 2月 27 日（金）13 時～ 17 時 10 分
場所：レンブラントホテル海老名　3階　ラ・ローズ（海老名市中央 2－ 9－ 50）
共催：�（一社）神奈川県畜産会、（一社）神奈川県畜産振興会、JA全農かながわ、（一社）神奈川県養豚協会、

神奈川県畜産会養鶏部会、神奈川県肉牛経営者協議会

①�環境表彰及び優良経営表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社）神奈川県畜産振興会
②�外部講師セミナー：「畜産現場における効果的な消毒について」　（公社）畜産技術協会　竹原一明先生
③�ベンチマーク手法を用いた県内畜産経営データの比較について　（一社）神奈川県畜産会

� （問い合わせは（一社）神奈川県畜産会　橋本）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
指
針
で
は
、

対
象
家
畜
に
エ
ミ
ュ
ー
が
追
加
さ
れ
、
大

臣
指
定
地
域
の
取
組
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

飼
養
衛
生
管
理
基
準
で
は
、
重
複
・
類

似
し
た
項
目
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
非
商

用
家
畜
所
有
者
の
基
準
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
牛
等
お
よ
び
豚
等
の
基
準
で
は
、
農

場
の
分
割
管
理
に
取
り
組
む
場
合
の
対
応

が
追
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鶏
等
の
基

準
で
は
、
対
象
家
畜
に
エ
ミ
ュ
ー
が
追
加

さ
れ
、
特
に
大
規
模
な
家
き
ん
所
有
者
に

対
し
、
粉
塵
対
策
や
分
割
管
理
の
導
入
の

検
討
、
対
応
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
追
記

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
を
ご
確
認
頂
き
、
飼

養
衛
生
の
向
上
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
：

①
農
林
水
産
省
H
P
「
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
に
つ
い
て
」

②
農
林
水
産
省
H
P
「
飼
養
衛
生
管
理
基

準
に
つ
い
て
」

お
問
い
合
せ
先
：
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

県
畜
産
課
主
催
に
よ
り
、
本
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
畜
産
関
係
者
の
皆
様
も

是
非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
：
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）
午
前

10
時
15
分
か
ら

場
所
：
神
奈
川
県
立
地
球
市
民
か
な
が
わ

プ
ラ
ザ
（
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
）
５
F
　
映
像

ホ
ー
ル

�

（
横
浜
市
栄
区
小
菅
ヶ
谷
1
－
2
－
1
）

内
容
：
家
畜
保
健
衛
生
所
の
運
営
及
び
家

畜
保
健
衛
生
の
企
画
、
推
進
に
関
す
る
業

務
や
家
畜
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
試
験
・

調
査
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事

例
発
表
等

※
参
加
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
せ
先
：
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

次
の
家
畜
の
飼
養
者
は
令
和
8
年
2
月

1
日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
に
基
づ
く
報
告
書
等
（
定
期
報

告
）
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
電
子
申
請

令
和
七
年
七
月
～
九
月
交
付
金
精
算
払
単

価
と
十
月
交
付
金
概
算
払
単
価
（
肥
育
牛
一

頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
七
月�

交
付
な
し

　
八
月�

三
一
、一
九
五
・
八
円

　
九
月�

一
二
、一
六
八
・
九
円

　
十
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　
七
月�

交
付
な
し

　
八
月�

七
、二
七
七
・
四
円

　
九
月�

一
〇
、四
三
二
・
八
円

（
e
M
A
F
F
：
農
林
水
産
省
共
通
申
請

サ
ー
ビ
ス
）
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

対
象
と
な
る
家
畜
：
①
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、

め
ん
羊
、
ヤ
ギ
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ
　
②
鶏
、

ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
エ
ミ
ュ
ー

提
出
先
：
管
轄
の
家
畜
保
健
衛
生
所

提
出
期
限
：
①
4
月
15
日
②
6
月
15
日

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
：
神
奈
川
県
畜
産

課
H
P
「
家
畜
所
有
者
の
「
定
期
の
報

告
」」

お
問
い
合
せ
先
：
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

　
十
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　
七
月�

四
一
、七
一
六
・
八
円

　
八
月�

三
三
、四
五
三
・
九
円

　
九
月�

三
三
、九
七
七
・
七
円

　
十
月�

二
、七
一
七
・
三
円

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）
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か
な
が
わ
畜
産
強
化
月
間
に
地

域
畜
産
フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
を

展
開

本
県
で
は
、
か
な
が
わ
の
畜
産
が
、
こ

れ
ま
で
、
県
民
の
ご
理
解
の
も
と
発
展
し

て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
、

県
民
の
期
待
に
応
え
る
気
持
ち
を
込
め
て
、

毎
年
11
月
第
一
日
曜
日
を
、「
か
な
が
わ

畜
産
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
に
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
～
11
月
を
「
か
な
が
わ
畜

産
強
化
月
間
」
と
位
置
付
け
、
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

か
な
が
わ
の
畜
産
を
P
R
す
る
こ
と
で
、

県
民
の
理
解
を
深
め
、
か
な
が
わ
の
畜
産

の
持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
強
化
月
間
中
、
神
奈
川
県
馬
事

畜
産
振
興
協
議
会
（
事
務
局
は
（
一
社
）

神
奈
川
県
畜
産
会
）
で
は
、「
地
域
畜
産

フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
、

県
内
各
地
域
の
畜
産
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
消

費
者
に
対
し
て
地
域
産
畜
産
物
を
試
食
提

供
す
る
取
組
を
支
援
し
、
地
域
の
畜
産
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
消
費
者
に
地
方
競
馬
の
畜
産
振
興
等

へ
の
貢
献
に
つ
い
て
も
周
知
す
る
事
業
を

展
開
し
、
県
内
の
6
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
3

直
売
施
設
に
こ
の
事
業
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

【各地域イベントや直売施設で提供した畜産物】
自社ブランド　ハム・ソーセージ・焼肉等
市内産豚肉・焼肉
市内酪農家の生乳を使用した牛乳
市内酪農家の生乳を使用したジェラート
市内産豚肉・豚すき
市内産豚肉・焼き肉
地域産牛肉

地方競馬の売上げの一部は畜産振興および地方財
政の改善に活用されており、本事業は地方競馬全
国協会の補助事業です

PR チラシ
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「
令
和
７
年
度
家
畜
保
健
衛
生
業

績
発
表
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

「
定
期
報
告
」
提
出
の
お
願
い

「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

及
び
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
及
び
留
意
事
項
」
お

よ
び
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の一部

改
正
の
お
知
ら
せ

牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

畜産セミナーのご案内

日時：令和 8年 2月 27 日（金）13 時～ 17 時 10 分
場所：レンブラントホテル海老名　3階　ラ・ローズ（海老名市中央 2－ 9－ 50）
共催：�（一社）神奈川県畜産会、（一社）神奈川県畜産振興会、JA全農かながわ、（一社）神奈川県養豚協会、

神奈川県畜産会養鶏部会、神奈川県肉牛経営者協議会

①�環境表彰及び優良経営表彰　　　　　　　　　　　　　　　　　（一社）神奈川県畜産振興会
②�外部講師セミナー：「畜産現場における効果的な消毒について」　（公社）畜産技術協会　竹原一明先生
③�ベンチマーク手法を用いた県内畜産経営データの比較について　（一社）神奈川県畜産会

� （問い合わせは（一社）神奈川県畜産会　橋本）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
指
針
で
は
、

対
象
家
畜
に
エ
ミ
ュ
ー
が
追
加
さ
れ
、
大

臣
指
定
地
域
の
取
組
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

飼
養
衛
生
管
理
基
準
で
は
、
重
複
・
類

似
し
た
項
目
の
統
廃
合
が
行
わ
れ
、
非
商

用
家
畜
所
有
者
の
基
準
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
牛
等
お
よ
び
豚
等
の
基
準
で
は
、
農

場
の
分
割
管
理
に
取
り
組
む
場
合
の
対
応

が
追
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鶏
等
の
基

準
で
は
、
対
象
家
畜
に
エ
ミ
ュ
ー
が
追
加

さ
れ
、
特
に
大
規
模
な
家
き
ん
所
有
者
に

対
し
、
粉
塵
対
策
や
分
割
管
理
の
導
入
の

検
討
、
対
応
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
追
記

さ
れ
ま
し
た
。
内
容
を
ご
確
認
頂
き
、
飼

養
衛
生
の
向
上
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
：

①
農
林
水
産
省
H
P
「
特
定
家
畜
伝
染
病

防
疫
指
針
に
つ
い
て
」

②
農
林
水
産
省
H
P
「
飼
養
衛
生
管
理
基

準
に
つ
い
て
」

お
問
い
合
せ
先
：
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

県
畜
産
課
主
催
に
よ
り
、
本
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
畜
産
関
係
者
の
皆
様
も

是
非
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
：
令
和
８
年
１
月
30
日
（
金
）
午
前

10
時
15
分
か
ら

場
所
：
神
奈
川
県
立
地
球
市
民
か
な
が
わ

プ
ラ
ザ
（
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
）
５
F
　
映
像

ホ
ー
ル

�

（
横
浜
市
栄
区
小
菅
ヶ
谷
1
－
2
－
1
）

内
容
：
家
畜
保
健
衛
生
所
の
運
営
及
び
家

畜
保
健
衛
生
の
企
画
、
推
進
に
関
す
る
業

務
や
家
畜
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
試
験
・

調
査
、
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事

例
発
表
等

※
参
加
予
約
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
せ
先
：
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

次
の
家
畜
の
飼
養
者
は
令
和
8
年
2
月

1
日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
、
家
畜
伝
染

病
予
防
法
に
基
づ
く
報
告
書
等
（
定
期
報

告
）
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
電
子
申
請

令
和
七
年
七
月
～
九
月
交
付
金
精
算
払
単

価
と
十
月
交
付
金
概
算
払
単
価
（
肥
育
牛
一

頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　
七
月�

交
付
な
し

　
八
月�

三
一
、一
九
五
・
八
円

　
九
月�

一
二
、一
六
八
・
九
円

　
十
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　
七
月�

交
付
な
し

　
八
月�

七
、二
七
七
・
四
円

　
九
月�

一
〇
、四
三
二
・
八
円

（
e
M
A
F
F
：
農
林
水
産
省
共
通
申
請

サ
ー
ビ
ス
）
で
の
提
出
も
可
能
で
す
。

対
象
と
な
る
家
畜
：
①
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、

め
ん
羊
、
ヤ
ギ
、
豚
、
イ
ノ
シ
シ
　
②
鶏
、

ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥
、
エ
ミ
ュ
ー

提
出
先
：
管
轄
の
家
畜
保
健
衛
生
所

提
出
期
限
：
①
4
月
15
日
②
6
月
15
日

詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
：
神
奈
川
県
畜
産

課
H
P
「
家
畜
所
有
者
の
「
定
期
の
報

告
」」

お
問
い
合
せ
先
：
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
0
4
5
－
2
1
0
－
4
5
1
8
）

　
十
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　
七
月�

四
一
、七
一
六
・
八
円

　
八
月�

三
三
、四
五
三
・
九
円

　
九
月�

三
三
、九
七
七
・
七
円

　
十
月�

二
、七
一
七
・
三
円

�

（
畜
産
会
　
倉
迫
）
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か
な
が
わ
畜
産
強
化
月
間
に
地

域
畜
産
フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
を

展
開

本
県
で
は
、
か
な
が
わ
の
畜
産
が
、
こ

れ
ま
で
、
県
民
の
ご
理
解
の
も
と
発
展
し

て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
、

県
民
の
期
待
に
応
え
る
気
持
ち
を
込
め
て
、

毎
年
11
月
第
一
日
曜
日
を
、「
か
な
が
わ

畜
産
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
に
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
～
11
月
を
「
か
な
が
わ
畜

産
強
化
月
間
」
と
位
置
付
け
、
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て

か
な
が
わ
の
畜
産
を
P
R
す
る
こ
と
で
、

県
民
の
理
解
を
深
め
、
か
な
が
わ
の
畜
産

の
持
続
的
な
発
展
に
繋
げ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
強
化
月
間
中
、
神
奈
川
県
馬
事

畜
産
振
興
協
議
会
（
事
務
局
は
（
一
社
）

神
奈
川
県
畜
産
会
）
で
は
、「
地
域
畜
産

フ
ェ
ア
拡
大
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
、

県
内
各
地
域
の
畜
産
イ
ベ
ン
ト
等
で
、
消

費
者
に
対
し
て
地
域
産
畜
産
物
を
試
食
提

供
す
る
取
組
を
支
援
し
、
地
域
の
畜
産
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
消
費
者
に
地
方
競
馬
の
畜
産
振
興
等

へ
の
貢
献
に
つ
い
て
も
周
知
す
る
事
業
を

展
開
し
、
県
内
の
6
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
3

直
売
施
設
に
こ
の
事
業
に
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。�

（
畜
産
会
　
髙
尾
）

【各地域イベントや直売施設で提供した畜産物】
自社ブランド　ハム・ソーセージ・焼肉等
市内産豚肉・焼肉
市内酪農家の生乳を使用した牛乳
市内酪農家の生乳を使用したジェラート
市内産豚肉・豚すき
市内産豚肉・焼き肉
地域産牛肉

地方競馬の売上げの一部は畜産振興および地方財
政の改善に活用されており、本事業は地方競馬全
国協会の補助事業です

PR チラシ
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自
然
破
壊
阻
止
に
は
馬

今
年
も
畜
産
は
ウ
マ
ー
く
い
く
よ

馬
や
牛
を
農
耕
作
業
に
使
い
、
郵
便

馬
車
の
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
時
代
か
ら

七
十
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

　
　
楽
し
い
便
り
を
乗
せ
て

　
　
蹄ひ
づ
め

の
響
き
も
軽
く

と
歌
っ
て
も
「
蹄ひ
づ
め

っ
て
な
ー
に
？
」
と
聞

か
れ
そ
う
で
す
ね
。
現
在
の
「
ダ
イ
ハ
ツ
」

「
マ
ツ
ダ
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
乗
用
車

で
知
ら
れ
る
会
社
が
三
輪
の
小
型
貨
物
車

＝
オ
ー
ト
三
輪
車
を

作
っ
て
い
た
こ
と
、
そ

れ
が
荷
物
運
搬
の
主
流

だ
っ
た
の
を
知
っ
て
い
る
の
は
末
期
高
齢

者
だ
け
か
。
戦
後
八
十
一
年
に
な
り
ま
す

が
日
本
陸
軍
の
野
戦
重
砲
隊
の
進
軍
移

動
に
も
軍
馬
が
使
わ
れ
て
お
り

　
　
馬
の
鬣
た
て
が
み

撫な

で
な
が
ら

　
　
明
日
の
命
を
誰
が
知
ろ
う

と
歌
い
、
砲
車
を
引
か
せ
、
砲
身
等
を
担か
つ

が
せ
て
進
軍
し
た
の
で
す
ね
。

日
本
の
工
業
力
、
経
済
力
が
高
ま
り

農
作
業
用
に
エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
ト
ラ
ク

タ
ー
が
普
及
し
て
き
た
の
が
六
十
年
前
頃
。

そ
れ
ま
で
の
雪
国
の
農
家
は
冬
に
な
る
と

農
耕
馬
を
連
れ
て
山
奥
の
造
材
飯
場
に

出
稼
ぎ
に
行
き
、
山
の
急
斜
面
の
狭
い
林

の
中
か
ら
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
入
る
広
場
ま

で
愛
馬
と
の
共
同
作
業
で
大
木
を
雪
の
上

を
滑
ら
せ
て
運
び
出
し
ま
し
た
。
ヒ
ト
も

馬
も
激
し
い
肉
体
労
働
で
体
格
の
小
さ
な

馬
は
疲
労
困
憊
し
食
欲
不
振
に
も
な
り

ま
し
た
。

北
海
道
の
地
方
競
馬
に
は
力
持
ち
を

競
う
輓ば
ん
え
い曳
競け
い
ば馬
が
あ
り
、
輓ば
ん

馬ば

に
騎
手

と
重
い
荷
物
を
載
せ
た
橇そ
り

を
引
か
せ
る
競

技
で
す
。
そ
れ
に
使
わ
れ
る
馬
は
重
種
馬
。

速
さ
を
競
う
軽
種
馬
に

比
べ
筋
肉
量
が
多
い
の

で
廃
用
後
に
は
肉
資
源

と
し
て
の
価
値
も
高
い
で
す
。
競
技
で
負

け
て
引
退
す
る
廃
用
馬
を
昔
な
が
ら
の
木

材
搬
出
作
業
に
使
う
人
が
い
ま
し
た
。
重

機
を
使
う
に
は
周
り
を
平
ら
に
し
た
り
、

林
を
切
り
開
い
た
り
し
て
自
然
破
壊
が

伴
い
ま
す
が
、
馬
と
ヒ
ト
な
ら
自
然
に
や

さ
し
く
作
業
が
で
き
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
午う
ま
（
馬
）

自
然
環
境
の
守
り
も
畜
産
業
も

き
っ
と
ウ
マ
ー
く
　
い
く
よ

�

（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め

作
業
を
し
な
が
ら
農
場
チ
ェ
ッ
ク
！
冬
の

「
ち
ょ
い
見
ポ
イ
ン
ト
」
ベ
ス
ト
5

冬
は
家
畜
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、

農
場
も
忙
し
く
な
る
季
節
で
す
。
換
気

量
が
落
ち
、
湿
度
の
変
動
も
大
き
く
、

疾
病
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
体
調
を

崩
し
や
す
い
時
期
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

毎
日
の
作
業
量
も
増
え
る
ば
か
り
。「
気

に
な
っ
て
は
い
る
け
ど
後
回
し
」
と
い
う

声
も
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

あ
え
て
気
負
わ
ず
に
で
き
る
、
冬
の
ち
ょ

い
見
ポ
イ
ン
ト
を
5
つ
ま
と
め
ま
し
た
。

普
段
の
動
き
の
中
で
、「
あ
れ
？
」
と
感

じ
た
ら
十
分
で
す
。

①
　 

飼
槽
の
固
ま
り
・

残
り
の
変
化

冬
は
飼
料
の
乾
燥
が

進
み
、
飼
槽
の
隅
に
粉
だ
ま
り
や
固
ま

り
が
残
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
に

湿
気
が
加
わ
る
と
雑
菌
が
増
え
、
呼
吸

器
病
や
下
痢
等
の
誘
因
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
飼
槽
の
色
や
質
感
が
変
わ
っ
て

い
な
い
か
、
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
　
通
路
・
ス
ノ
コ
の
ぬ
め
り
感

低
温
期
は
乾
き
に
く
い
た
め
、
通
路

端
や
ス
ノ
コ
の
隙
間
に
ぬ
め
り
が
残
り
が

ち
で
す
。
ぬ
め
り
は
細
菌
が
増
え
や
す
く
、

踏
ん
で
広
が
る
「
動
く
汚
れ
」
で
も
あ
り

ま
す
。
歩
い
た
と
き
の
感
触
や
、
光
の
反

射
具
合
で
湿
っ
た
箇
所
が
あ
れ
ば
、
部
分

洗
浄
だ
け
で
も
十
分
効
果
が
出
ま
す
。

③
　
消
毒
槽
の
見
た
目
チ
ェ
ッ
ク

消
毒
液
は
低
温
で
効
力
が
落
ち
や
す

く
、
濁
り
・
色
の
変
化
・
ゴ
ミ
の
浮
遊
は

交
換
の
サ
イ
ン
で
す
。
農
場
規
模
に
関
係

な
く
負
担
の
少
な
い
感
染
対
策
の
一
つ
で
、

病
原
体
の
持
ち
込
み
リ
ス
ク
軽
減
に
直

結
し
ま
す
。

④
　
カ
ー
テ
ン
・
窓
か
ら
の
風
の
入
り
方

隙
間
風
は
冬
の
咳
・
下
痢
等
の
一
因
と

な
り
ま
す
。
風
の
当
た
る
特
定
の
区
画

だ
け
調
子
が
崩
れ
る
ケ
ー
ス
も
し
ば
し
ば
。

カ
ー
テ
ン
の
張
り
、
窓
の
微
妙
な
開
き
具

合
を
作
業
の
つ
い
で
に
確
認
し
、
簡
易
な

調
整
だ
け
で
も
家
畜
の
負
担
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

⑤
　 

飼
料
庫
の
異
物
サ

イ
ン

冬
は
ネ
ズ
ミ
の
侵
入

が
増
え
る
季
節
で
す
。
袋
の
か
じ
り
跡

や
糞
、
微
小
な
破
れ
は
重
要
な
初
期
サ

イ
ン
。
飼
料
庫
に
出
入
り
し
た
際
に
隅
へ

視
線
を
送
る
だ
け
で
も
、
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。
気
づ
い
た
と
き
に
扉
の
閉

ま
り
や
隙
間
を
確
認
す
れ
ば
十
分
で
す
。

皆
さ
ん
が
日
々
培
っ
て
き
た
現
場
の
勘

は
と
て
も
精
度
が
高
い
も
の
で
す
。
そ
の

感
覚
を
、
作
業
を
し
な
が
ら
の
ち
ょ
い
見

で
引
き
出
し
て
、
冬
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を
減

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

�

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所
　
佐
々
木
）

家
保
だ
よ
り


